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ポー ラ ン ド社会主義運動 とその思想
一 若きローザの思想 と行動 ① 一
竹 本 信 弘
1問 題の提起と研究方法
すべ て,歴 史 の核心 にふれ る思想家 とい うものは,自.分の人格 の全体 を歴史
に投 げかけ,こ うして生 ず る歴史 との葛藤 のなかで,歴 史 の息吹 きを 自己 の思
想 の うちに うけ とめ るもので ある。 しか も,か れの思想 は,こ の よ うに して歴
史 的個性 を宿 す ことに よって,同 時に,普 遍的 なもめに結 びつ くので ある。
たしかに,わ れわれを と りま く社会的現実は,先 人 のそれ と同 じで はない
われわれに は現 代に固:有な歴史的状況 が迫 ってい るはずであ り.し たが って異
った歴史的課題 が与 え られてい るはずである。 しか し,.われ われ と先 人の思想
塚 とのあい だに は,こ うした歴史性 の相異 を こえた共通 の問題が よこたわ って
い る ことも事実 であろ う。わ れわれは,先 人 の歩 んだ道 を追 思惟 穿 ることに よ
.って,こ の ような共 通の問題 を解 いてゆ くうえでのなん らかの.手がか りをつか
.む ことがで きるのではなか ろうか。わた しは,こ こに,思 想 のもつ普遍性 を求
め たいので ある6つ ま り,思 想家 はかれの全人 格 を傾 けて歴史 に対決 してい る
・のだか ら,わ れわれが,か れ の思想 を追思惟 し,か れ のとらえた問題 をわれ わ
:れ自身 の問題 としてゆ くばあい,な によ りもまず問題 としなけれ ばならないの
、は,こ の思想家 の人格全体 に光 をあて,そ の思想 を,歴 史 のなかで生 きた人格
の全体 として とらえる こと,こ れである。
わた しが この小論 で扱 う.ロー ザ ・ル クセ ソフ1ルクの思想 は,こ れまでの研究
に おいて,こ の よ うに 《歴史 のなかで生 きた人格 の全体》 として とらえ られて
きたであろ うか。 ここで,わ た しは,μ 一ザの思想をめ ぐる研 究史 に詳 しくた
ちい るわけにはゆかない1)。ただ,わ た しが指摘 してお きたい ことは,こ れ ま
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での研究は一 レーニン主義の名においてかの女 の理論 を葬 りなが ら,そ れ と
切 り離 された ところで,か の女 の革命的情熱 あるいは実践 を救 うか2),それ と
も逆に,かの女 の思想をボルシ ェヴ ィズムの批 判思想 として評価 す るか3)一 こ
の2つ の タイ プ として.ほ ぼ整理 され るで あろ うとい うことで あ る些)。しか も,
.
「 この2つ の タイ プは,内 容的には たがいに正反対の ことを主張 してい るに もか.
かわ らず,方 法的には まった く同 じ地平に ある こと も,同 様 に指摘で きるで あ
っ フ。すなわち,い ずれのばあいに も,か の女の思想は,そ れ 自体 と して と り
あげ られ るよ りもまえに,超 越 的に,い わば外 か ら,政 治的立場 を基準に して
断罪 された り評価 された りして きたにす ぎない。 しか し思想 とい うもめは,単
に外 か ら政治 的に切 って しまえ るものではなか ろ う。そ うではな くて,《 歴史
のなかで生 きた人格 の全体》 として思 想を考 え る立場 か ら,か の女の思想その
もののなかに身 をおき,そ れ と対決 し,こ うしてかの女の思想 の全体像 をとら
えなおす こと,こ うい う試 みが行 われ るべきだ と,わ た しは考 え るのであ る。
そ してわた しは,か の女 の思想 の全体像 を問題 とす るばあい,そ の思想 的出
立点 をば,ポ ーラン ドにお ける若 き ローザ5)の思想 と行動 の うちに求 めたい。
1)研 究 史 に つ い て は,西 」IliF雄,ロー ザ ・ル クセ ン ブ ル ク解釈 の流 れ.「 歴 史 学 研 究 」 第239号,
昭 和35年;お よ び 同氏 、 ロ ーザ ・ル クセ ン ブ ル ク と ドイ ツ の 政 治,「 史 学雑 誌 」 第69編第2号,
昭 和35年 に学 ぶ とこ ろ が お お き い。
2)た と え ば,F.Oe1∬ner,丑03¢L秘∬8櫛占鰐g.E掬 β 魏 魏5議8,腕08γ砂 雇 ∫6加S麗2ε6,2.Aufl.,




物7濯 一ぴ溺oθ75言翻 五吻 βゴg,11(4),1962,SS.733-736;害村 励,ロ ー ザ ・ル クセ ン ブ ル ク,
「社 会 主 義 講 座 」3,革 命 と行 動 の社 会 主 義,河 出書 房,昭 和31年。 な お ザ イ デ ル の 論文 は,ロ
ーザ ・ル クセ ン ブル クの思 想 に理 論 と実 践 の統 一 を み よ う とす る試 み で あ り,こ の点 で は エ ル ス
ナ ー の 論 調 に 反 対 す る もの で は あ るが,ロ ー ザ の 思 想 を,レ ー ニ ン主 義 との距 離 に よ っ て 裁 断 し
てい る以 上,こ の タ イ プ に含 め る こ とが で き よ う。
3)た とえ ばS,Hook,MarxandtheMm>xtsts,ZheAmbiguousLegacy,Princeton,1955.
4)つ ぎの7レ ー リッ ヒの労 作 は,こ の2っ の タ イ プ に整 理 しお お せ な い 労 作 で あ る。P.Froh-
1ich.Ros¢L倣卿 枷78.σβ伽 禰 θ 魏d距 彦,2.Au且.,Hamburg,1949.
5)わ た しは こ こで 《ポ ー ラ ン ドに お け る若 き ロー ザ 〉 と書 い て い るが,こ の こ との意 味 は.わ た
しが この 小 論 で扱 う1895-98年段 階 に,ロ ー ザ ・ル クセ ンブ ル クが 空 間 的 に ポ ー ラ ン ドに い た,
とい うこ とで は な い、 周 知 の ご と く,か の女 は,す で に1889年に逮 捕 を避 け て チ ュ ー リッ ヒにの
が れ て い た し,1897年に は ドイ ツに移 住 して い た ので あ る。 しか し,98年 ドイ ツ にお け る修 正 主
義 論 争 の な か で 急進 派 の理 論 家 と して 論 陣 を は る に至 る まで のP一 ザ ・ル ク セ ン ブル クの 思 想 と
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ドイツ革命 の ヒρイ ンとして知 られ るロ.一ザ ・ル クセ ンブル クは,ド イツにお
け る闘いのなかで,カ ウツキ ーの マル クス主義 ともペル ソ羽 ユタイ ンのマ ル ク
ス主 義 ともちが った.かの女 自身の マル クス主義 をゆ たか に展 開 し成熟 させてゆ
くので あるが,し か し,か の女の マル クス主義 の思想的個性,な い しは,そ の
真髄 となるζころの もの は,す で にポー ラン ドにお ける若 きローザgう ちに宿
ってい た と考 えられ る。 すな わち,こ の段階に あって,か の女 は,か の女 自身
の マル クス主義 の思想的構 えを,ほ ぼ うち固めた といえよ う。 したが って,わ
れ われ は,ポ ーラン ドに おけ る若 ぎ ローザ に と り組 む ことに.よって,か の女の
マル クス主義像 を とらえ,こ うして逆 にマ ル クス主義思想 その ものの核心 の若
干 をもさ ぐりあ てるこ とがで きるであ ろ う。
最後 にわ た しは,こ の よ うな問題視角か らこg)小論 を論 じてゆ くばあいの方
法 につ いて言及 して おか なければならない。い うまで もな く,革 命家 ローザ ・
ル クセ ンブル クに とって,理 論 は,そ れ 自体 として意味 を もつ もので はなか っ
た。理 論は,実 践上 の諸 問題 を解 き,行 動 の世界 に秩序 と方 向を与 えて くれ る
か らこそ,そ れ は.か の女 に とって抜 き差 しな らぬ火急 の課題 とな るので あ っ
た。そ して,行 動 を思想 の理論内容に まで高 めてゆ くば あい,こ の思想の うご
きを内 から支 え衝 き動か して いる もの は,か の女の方法意識 であ った。わ た し
は,思 想の なか で このよ うな意味 を もつ方法意識 を と りだ し,そ して この方法
意識 との関係の なかで,か の女の思想 の理 論的 な内容 を,あ きらかに して ゆき
た いの である。 とい うの も,理 論 の内容的展開 は,こ の方法意識 に関係 づけら
れ,補 われ ることによ って,は じめて,外 か ら叙述 され た もの とい う外面性 を
滋 ぐい去 り内在 的 ・論理 必然 的な もの とな るのだか らで ある。
行動 を動機 としなが ら,そ れ を方法意識 が担 う,そ して この方法意識が思想
コ コ コ 　
の 理 論 的 内 容 を 結 実 さ せ て ゆ く,一 こ の よ う な 立 休 的 な か ら ま りあ い に よ っ
て,わ た し は.ロ ー ザ ・ル ク セ ン ブ ル クの 思 想 の 全 体 像 を,《 構 え 》 と し て,
行動 は,9へ てポ.一ラン ドの闘 いをめ く'ワて展開 されてい る。 ζ四よ うな意味 から して、 わた し
が この小論で あつか う段階 の ローザは.な によ りもまず くポーラン ドにおける若 き ローザ〉であ
7た とい えようQ
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あ きらかにす ることがで きるであ ろ う。 これが,こ の小論の方法で あ る。
以上 の方法 的手続 きに したが って,わ た しは,こ の小論 をつぎの順序で論 じ
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ポー ラン ドにお け る若 きローザの行動 に とって,何 が,ど の よ うに,問 題 で
あ ったのか一 これ をあ きらかにする ことが,第][節 お よび第 皿節 のわた しの
課題で ある。 まずこの第H節 で,わ た しは,ポ ーラ ン ド社会主義運動 の歴史 的
背景 のなかに問題が どの ように生起 したか,を 探 り,か の女 の 行動 に と って
「何が」問題で あ ったのかをあき らかにす るであろ う㌦
ポーラン ド社会主義の歴史 は1830年代 に始 ま るが7),科学 的社会主義 の組織
運動 が展 開 され るようにな ったのは,70年代以降の ポー ラン ド,それ も ロシア領
ポ ーラン ドにおいてであ った8)。最初 に現 われ たのは,ワ リソスキーLudwig
6)こ とで,わ た しは,社 会 主 義 運動 史 お よ び 論争 史 の観 点 か ら,問 題 の 成 立 した事 情 を考 え よ う
と して い るの で あ って,ボーー ラ ソ ドの経 済 発 展 お よび 階 級 関 係 の う ご き その もの の なか か ら,こ
れ を考 察.しょ う とい うの で は な い。 この点 は,ロ ー ザ ・ル クセ ン ブル ク に依 ウな が ら,第7節 で
展 開 す る こ とに な ろ う。
7)こ の段 階 の社 会 主 義 は,す ぐれ て 思 想運 動 と して の 社 会 主 義 で あ っ た。 す な わ ち 一 フ ラ ン ス
の ユ..トピ ア社 会 主 義 と くに フ.一リエ の影 響 を うけ た レ レウ ー ルIhi皿Lelewe1が,1832
年,r民 主 主 義 協 会 』DemocraticSocietyを創 設 し た し,ま た1835年には,r民 主 主 義 協 会 』
よ り もよ りラ デ ィカ ル な 『ポー ラ ン ド人民 』PolishPeopleが,1830年蜂 起 の前 衛 た ち に よ ワ
て つ くら れ,ポ ー ラ ン ド最 初 の 社 会主 義 思 想 家 ヴ ォル シ ェルStanislawWozcellに よ って 指
導 され た。 し か し,こ れ ら の集 団 は,非 常 に民 族 主 義 的 ・愛 国主 義 的 で あ.,た,否,神 秘 的 ・宗
教 的 で す ら あ ワた 。 ま た、母 国 に 都 市 プ ロ レ タ リア が ほ とん ど存 在 して い な か った こ との た め に,
農 業 的性 格 が つ よ く,ま だ ま だ 社 会主 義組 織 とい え るほ どの もの で は な か.,た。 こ の点 に つ い て
は,つ ぎ の文 献 を参 照 され たい 。M.K.Dziewanowski,励6Co呪 解 魏 魏 翫 γ妙o∫ 動 地η4=
AxOuihxeofHistory,Harvard--niv.Press,1959pp.3-4;G.D,1{,Cole,"Chap.
XIPoland-RosaLuxemburg",The∫βoσ媚 地 細㍑ 繭o露 α屡,Part1,London.1956、p.488.
8)ロ シ ア領 ポ ー ラン ドで社 会 主 義 運動 が と くに は げ し く闘 わ れ た の は,1つ に は,ロ シア ・ツ ァ リ
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.Warynskiの指導す る組織で,『 抵抗基金 団』Resistance.Fund')と呼 ばれ
た。 この集 団は官 憲の断圧 に よってわずか2年 でそ.の生命 を断たれたが,1882
年,同 じワ リソスキ ーは」よ り本格 的な組織 『プ ロレタ リア ー お』Proletariat")
の運動 によ って,こ の断圧 に こたえたのであ る。 「かれは,ロ シアのテ ロ リス
ト組織 『ナ ロー ドォ ヤ ・ヴ ォリャ』HapoπHa∬Bo∬Hに接触 し,そ の理 想にシ
ソパ シーを抱 いてはい たけれ ども,し か し,暗 殺 には賛成 せず,経 済 と国家行
政の撹乱 を目的 とした ス トライキ の煽動 を説い た 。かれ の活動 はみ じかか った
が,か れの考 え方 は,1890年代 になっても,十 分 ポーラン ド社会主義運動 のな
かで強 い支持 をえていた」11)といわれ てい る。.またがれば,折 にふれて,高 ま
る世界主義 的感 情を吐 露 して語 ッた ものであ る1「 ポ ーラン ドよ りももっと不
幸 な国が ある,そ れは,プ ロレタ リアー1・の国であ る」12)と。 こうして,ワ リ
ソスキーの 『プ ロレタ リアー ト』 は。ポー ラン ド社会主義運動 におけ る国際主.
義 潮流 め基礎 を うち固 めたのである1')。'しか し,「 多 くの労働者 そ して広汎 な
ズ ム の強 烈 な ロ シ ア化 政 策 とポ ー ラ ン ド ・ジ ェ ン トリー に た い す る報 復 的強 奪 に よ る もの で あ
った し
.ま た1つ には.ロ シ ア領 ポ ー ラ ン ドに お け る工 業 発展 が生 み 出 す労 働 者 の 盆 困 に そ の原 因
が あ っ た とい え よ う。
9>『 抵 抗 基 金 団 』 は,1876年9月,「 ブ リュ ッセ ル綱 領 」 を採 択 した の だ が,そ れ は,マ ル クス
主 義 と無 政 府 主 義 を混 合 し た もの で あ る とい わ れ て い る(M .K.DzieWanowski.oρ.`甜.,P.
12)。そ して,「 『抵 抗 基 金 団 』 の 任務 は、 ス トライ キ を組 織 し,あ るい は 自発 的な 寄 附 行 為 に よ
って ス トライ キ 基 金 を つ く る こ とに あ る。」(エ ル ス ナ ー 「ロ ーザ ・ル クセ ン ブ ル ク」邦 訳 ,17
ペー ジ 。)
10)rプ ・ レタ リア ー ト』 に つ い 昭 よ.フ レー リ 。 ・の前 掲書 に よ っ ℃ そ.あ全 鞭 う かが い知 る
こ とが で き よ う.す な わ ち, 「1882年ll月の 綱 領 の 呼 び か け の な か で ,か れ ら はつ ぎ の よ うに述
べ て い る一 搾 取 さ れ て い る もの の利 害 と搾 取 して い る もの の 利 害 が 一 致 す る3と は 決 して あ り
え な い。 した が って.い か な る状 況 の も とで も 両者 は 同 じ道 を進 む こ とは で き ない 。 民 族 的 統
一 な ど と い う偽 肺 の道 を共 に す す む こ とは で きな い
.・・… ・だ か ら こ そ.ポ ー ラ ン ドの プ ロ レタ リ
ア ー トは,特 権 階 級 か ら 自分 自身 を は っ き り とそ して完 全 に分 離 し、 こ う して,経 済 直勺・政 治 的 ・
道 徳 的 志 向 の点 で,は っ き りと区 別 され た 自立 的 な階 級 と して,闘争 場 裡 に 登場 して ゆ くの だ一
と。 つ ま り,労 働 者 階 級 に もっ と も近 く親 しい仲 間 は .ポ ー ラ ン ドの 社会 に見 出 され るの で な く
て、 ロシ ア の 革 命 運 動 のな か に見 出 され.ろべ きで あ る,そ して ポ ー ラ ン ドの民 族 問題 は ,イ ソ歩
一ナ シ コナ ル な社 会 主 義運 動 の な か で 解 決 され るで あ ろ う
,と い うので あ る。」(P.FrOhlich,
α.ω.0.,S.34.)要す るに.rプ ロ レタ リア ー ト』 の 主 雛…は .こ うで あ る,① 民族 問 題 は迫 り
く る社 会主 義 革 命 の な か で 当 然 解 決 され る問 題 で あ り,② 民 族 問 題 よ り もむ し.ろ経 済 問 題 が優
先 され ね ば な らず,③ し たが っ て、 問 題 は,社 会 主 義 革 命 の ため の団 結 で あ り,ポ ー ラ ン ドの




13)「rプPレ タ リア ー ト』 の 見 解.は,マ ル クス 主 義 の イ ン タ ーナ シ ョナ リズ ムに 基 い てい た とい う
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イ ンテ リ ・グル ープは,『 プ 巨レタ リアー ト』 の世界主義 的強調 を非 愛国的で
あ る と考 え た 」14)し,こ う し た 傾 向 は,す で に1881年,『 ポ ー ラ ン ド人 民 』
PolishPeopleとい う組織 のか たちを とって現われ ていた。 これは,社 会主
義 と愛国的民族感情 との融合 を説 くリマ ノフス キ ーBoleslawLimanowski
に指導 され た民族主義 の潮流 であ った15)。「こうして,す でに1882年段階で,
将来 の発展 がた どる完全 なパ ター ンが,は っき りと見 て とれ るのであ る。」ゆ
1886年,『プ ロレタ リアー ト』 は厖大 な逮 捕のなかで放血 瓦解 した1の。、しか
し,1892年,果 敢 な ワ ル シ ャ ワ ・ス トラ イ キ の 波 が 血 の サ ー ベ ル に よ っ て 押 し
戻 されたのち,再 度,民 族主義綱領のもとに組織的集約の試みがなされた。
『ポ ー ラ ン ド社 会 党 』PolishSocialistParty(PPS)の結 成 が そ れ で あ る 。
PPSは,ポ ーラン ド社会主義運動 のなかでかな りの成功 をお さめた最初 の組
織 であ るといわれてい るが,そ れは,ま だほんの組織化 の緒につい たばか りの
F
よ りは,む しろ コス モ ポ リタ ニズ ム に基 礎 をお い て い た」 とい わ れ る(P.Fr6hljch、α.σ.0.,
S.38)が,こ の組 織 が,ポ ー ラ ン ド社 会 主 義 運 動 にお け る国 際 主 義 潮流 の礎 石 で あ った こ とは
疑 い を 容 れ.ない6
14)M.K.Dziewanowski,OP.oπ.,p.14.
15)リ マ ノフ ス キ ー は,「 愛 国 主 義 と社 会 主 義 」 の著 者 で あ り,『 ポ ー ラ ン ド人 民 』 の指 導者 で あ
った 。 か れ らの主 張 は,こ うで あ る,一 ① 民 族 的抑 圧 は,い や し く も人 間存 在 に と って 不 面
目 きわ ま りな い もの で あ り.し か も全 国 民 の経 済 的 社 会 的 発展 を阻 害 す る。 ② した が って.ポ
ー ラン ドの独 立 は ,上 層 階 級 に とっ て も プ ロ レ タ リア ー トに と.って も,必要 で あ る。 ③ しか も,
民族 自決 権 の拒 絶 は,既 存 の 不 正 の 是 認 を意 味 す る。 ④ プ ロ レタ リア ー トの 国際 的 団 結 は 結 構
だ が,そ れ は,自 主 独 立 した もの とし て存:在し活 動 して い る諸 国民 の あ い だ で 行 わ れ な け れ ば な ら
な い 。 ⑤ 社 会 主 義 者 は,具 体 的実 際 的 で な け れ ば な らな い,そ の ス ロー ガ ン は,労 働 者 ・農 民
に わ か りや す く,か れ ら を共 に つか む も の で な けれ ば な らな い。 世 界 主 義 的 団 結 な ど とい う怪 し
げ な抽 象 物 は 駄 目で あ って,愛 国 主 義 の情 緒 こそ,か れ ら に と って 自 明 の こ とで あ る,一 と。
(M.K.Dziewanowski,,bad.,p.14.)
16)M.K.Dziewanowski,伽4,,p.15.
17)rプ ロ レタ リア ー ト』 の 崩 壊 直後,ロ シ ア 領 ポ ー ラ ン ドにお け る社 会 主 義 運 動 は衰 退 に 向 うが,
1882年,若干 の 活 動 に従 事 す る小 集 団 が 生 れ た 。r第2``プ ロ レタ リア ー ト"』SecondProle-
tariat,rボーラ ン ド労 働 者 同 盟 』UnionofPolishWorkers,r労働 者 連 合 』Associationof
Workersなどが そ れ で あ る。 と くにrポ ー ラ ン ド労 働 者 同 盟 』 は,ヵ1レ ス キ ーJulianMarch-
lewski←JanKarski),ワル ス キ ーAdolfWarszawski(=Waiski)など に指 導 さ礼rの
ち のSDKPの 組 織 的 な核 に な っ て ゆ く。 こ の組 織 は,経 済 闘 争 を基 調 に した組 織 で あ っ た が,
漸 次;反 独 裁 の政 治 闘 争 に力 点 を移 行 させ て い った とい わ れ て い る(M.K.Dziewanowsk.画
ibid..p.18)。ま た ロ ーザ につ い て も,こ うい わ れ て い る,「 ロー ザ ワ ヒクセ ソ ブ ル ク も お そ
ら くrボ ー ラ ン ド労 働 者 同 盟 』 を あ た ら しい組 織 と して基 礎 づ け る こ とに協 力 して い た の で あ ろ
う。 とい うの も,1889年に こ の組 織 が 成 立 して以 来,か の女 は どん な ば あ い に も この 同 盟 と親 密
7¢.あった の だ か ら」(P.FIOhlich,の.α.0.,5.24)と。
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ときか ら,お お くの反対に遭遇 しなけれ ばならなか っだ8)。そ して この よ うな
　状 況 の な か で,翌93年,『 ポ ー ラ ン ド王 国 社 会 民 主 党 』SocialDemocratic
PartyoftheKingdomofPoland(SDKP).が 成 立 す る の で あ ぐ 。SDKP
は,と くに 「ポ ー ラ ン ド王 国 」 と断 わ る こ と に よ っ て,そ の 活 動 を;ウ イー ン
会 議 以 来 「ポ ー ラ ン ド王 国 」 と し て 知 ら れ て き た ロ シ ア 領 ポ ー ラ ン ドに 限 定 し,
　
「ポー ラン ド」社会党(PPS)の 全 ポーラン ド的性格 を願 う気持 に対抗 した19)。
SDKPの 立 場は,イ ンターナシ ョナル なプ ロレタ リアー トの団結 なかんず
くロシアの同志 との密接な協力で あ り,.ポー ラ ン ド独立 ス ローガ ンの拒絶 であ
った20)。
そして1893年以降 のポー ラン ド社会主義運動 の歴史 は,大 き くい って,こ れ
らの敵対す る2つ の グループ,PPS.とSDKPの 闘いの歴史で あった21)。し
か も,こ の2つ の党 は,10年まえの 『ポー ラン ド人民』と『プロ レタ リア ー!・』
の伝統 を,そ れぞれ,継 承 していたのであ り,し たが って,ポ ー ラン ドの社 会
主義運動 は,誕 生 のその ときから,民 族主義 とそれに対 す る国際主義 の闘いの
歴史 に よって貫 かれ ていたのであ る。 ローザ ・ル クセ ンブル クの思想 と行 動の
出発点 にな ったのは,ま さに こうした闘いの渦中にあ るポー ラン ド社 会主義運
動で あ った。事実か の女 は,い わば母 なる22)『プロレタ リア ー ト』の伝統 には
ぐくまれ,あた らし く生れかわ ったSDKPの 運動 を理 論的 に うち固め るために,





22)こ の 点 に つ い て,フ レー リ ッ ヒは,つ ぎの よ うに述 べ て い る。 「は っき りと確 信 を も って い え
るの は,ロ ーザ ・ル クセ ン ブ ル クが,1887年ギ ムナ ヂ ウ ム を卒 業 す る とす ぐに,『 革 命 的 社 会 主 義
者 党 ・プPレ タ リ ア ー ト』 で 活動 して い た とい う こ と,ま た か の 女 は,当 時 こ の党 の ワル シ ャ ワ・
グル ー プ を指 導 して い た労 働 者 の カス ブ ル ツ ァー ク と密 接 な関 係 を と りな が ら活 動 して い た とい
うこ と,で あ るD」(P.Fぬhhoh,の.α.0..5.21.)「か の女 は,『 プ ρ レタ リア ー ト』 の 小 ざ
な集 団 の な かで,そ の理 論 的遺 産 を守 って い たほ ん の わ ず か の す す ん だ労 働 者 と会合 し,そ こで
地 下 文 献 を学 ん だ。 そ の な か に は,も ち ろん マル ク ス ・エ ン ゲ ル ス の著 作 も含 まれ て い た の で あ
って,こ れ らの ものが,か の女 の生 涯 の見 解 φ基 礎 とな った の で あ る。」(P.Ff6hlich,α,α.0..
$5.23-24.)
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同 志 マ ル ヒ レ フ ス キ ーJuIi乱nMarchlewski(JanKa■ski)は,93年チ ュ ー リ ッ
ヒ で 開 か れ た 第2イ ン タ ー の 第3回 大 会 で,PPSダ シ ュ ニ ス キ ーDaszynski
派 の 策 動 に 倒 れ,一 敗 血 に ま み れ た23)。SDKPが 組 織 「さ れ た の も,こ う し た
経 緯 を 直 接 の 動 機 とり る も の で あ っ た し24),また そ う で あ っ た れ ば こ そ,き た
る べ き 第2イ γ 歩 一 の 檜 舞 台 ・ ロ ン ド ン大 会 は,PPSとSDKPが 雌 雄 を あ
らそ う決 着 の 場 と な ら な け れ ば な ら な か っ た 。 こ の よ うに して,ポ ー ラ ン ド社
会 主 義 運 動 の 正 統 性 を め ぐ る論 争 が 第2イ ン タ ー..的規 模 で,し た が っ て 第2イ
ン タ ー の 理 論 機 関 紙 と 目 さ れ て い た 「ノ イ ェ ・ツ ァイ ト」DieNeueZeit紙 上.
で,闘 わ さ れ る こ と に な っ た の あ る 。 す で に 示 唆 し た よ う/に,ロ ー ザ ・ル ク セ
γ ブ!レタ ぱ1こ の 論 争 の な か でSDKPを 代 表 し て 論 陣 を は っ た.95年,か の
女 ほ,フ ヲ ソ.スの 国 立 図 書 館 で ポ ー ラ ン ド史 の 資 料 を 研 究 し,そ の 成 果 の う え
に 立 っ て 一 連 の ポ ー ラ ン ド論 を 発 表 し た の が,そ れ で あ る25)。
yPPSお よび マルクス ・エ ンゲルス のポーラ ン ド論
前 節 で わ た し ば,ご く大 雑 把 に で は あ る が,歴 史 的 背 景 を 叙 述 し な が ら,か
の 女 の 行 動 に と っ て 「何 が 」 問 題 で あ っ た か を さ ぐ っ て き た 。 そ れ は,要 す る.
に,PPSの 民 族 主 義 論 で あ り,そ の 批 判 で あ っ た,そ こ で こ の 節 で は,第2.
の 点,つ ま り,こ の 民 族 主 義 論 が か の 女 に と っ て 『ど の よ う に 」 問 題 で あ っ た:
の か とい う点 が あ き ら か に され な け れ ば な ら な い 。 わ た し は,そ こ で 闘 わ さ れ
た 論 争 の 性 格 を は っ き りさ せ る こ と に よ っ て,こ の 課 題 を は た す で あ ろ う 。.
ま ずPPSの 主 張 を 検 討 す る こ と.から 始 φ よ う。 か れ う は,96年 の 第2イ ン
タ ー'ロ ン ド γ大 会 を ま え に し て,つ ぎ の よ う な ポ ー ラ ン ド再 建 決 議 案 を 発 表
し た 。 す な わ ち,「 あ る 民 族 の 他 の 民 族 に よ る 抑 圧 は,資 本 家 と圧 制 者 の 利 益.
23)P,Frohlich,4.8、0.,SS.52-55.
24)「チ 謁一 リッヒの大会 で,ふ るい ポーラン ドの指導 者が不寛容 であ ったこ と,と りわ けカル 入
キ ーの代 表権 を認め なか ったこ との ために,PPSは 分裂 するこ とになっ た。…… こう して,ロ ー
ザ ・ル クセ γブル クとレオ ・ヨギヘ スの指導 の下 に,rポ ーラン ド王国社会民主党』SDKPが
生 れたのであ る。(P.Frbhlich,師.の.0.,S.55.)
25)P'Levi,Kα7♂面 θ晩 柳o雇 脇 屡Ro5仰加 耀 励 耀8謝 堀G昭 砒癬ηゴε,高村浪夫訳 「μ一ザ ・
ル クセ ソブノレク」弘文堂,昭 和2年,96ページ。
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に しかな らない ので あって,働 く人民 に とっては,そ れが被 抑圧 民族 であ ろう
と抑圧民族で あろ うと,同 様 に有害 である とい うこと,とくにロシアの帝政 は,
ポーラン ドの抑圧 と分割 か らその国内的な強 さと対外 的な重要性 をひきだ して
お り,国際的な労働運動 の発展 に とって永続的 な危険 をな してい るとい うこと,
これ らの点 にかんがみて,大 会 はつ ぎの ことを宣 言す る,ポニラ ソ ドの独 立は,
国際的 な労働運動 に とって と同様 ボー ラン ドの プロ レタ リアー トに と って も必
然的 な政治要 求をなす ものであ る,と 。」26)またPPSの 理 論家 とみ られ る クラ
カウの'・ッカーS・Hackerも,こ の決議 案の線に沿 って,こ う述べ てい る,
「ポ ーラン ド以外 の国のプ ロレタ リアー トに とってはポー ラン ドにたいす る外
交政策 を意味 す るものが,ポ ー ラン ドの労働者に とっては,国 内政策で なけれ
ばな らない」27)と.この よ うな引用文 の文脈 の うちに,わ れわれは,ポ ーラン
ド独立 の要求 が当時の ヨー ロ ッパ社 会主義運動 のなかで 自明 の理で あ った とい
う事実 を,う かがい知 ることがで きるであ ろう。 とい うの も,ポ ーラン ドの独
立 は,社 会主義 の祖 であるマル クス ・エンゲルスが首尾一貫 して主張 した スP
一ガ ソであ ったか らであ る。 したが って,か の女が直接相手 に した論敵 はポー
ラン ドの民族主 義潮流PPSで あ ったが,そ の理論闘争 のなかでほん とうに克
服 しなければな らなか ったのは,実 はマル クス ・エ ンゲル スのポ ーラ ン ド論 そ
の ものだ った ので ある。.では,マ ル クス ・エ ンゲル スのポー ラン ド論 は どの よ
うな内容 をもつ ものであ った ろ うか一 わ た しはこの点 をつ ぎに検討 しよ う。
さて,1884年,エンゲル スは 『新 ライン新 聞』時代 をふ りかえ って,こ う述
べてい る。 「『新 ライ ン新聞』の綱領は,つ ぎの2つ の主要点か らな って いた 。
単一不可分の ドイツ共和国 とポー ラン ドの復興 をも含 む ロシア との戦争 が,そ
れであ る。…… プロシャの解消 とオ ース トリア国家 の瓦解,共 和 国 としての ド
イ ツの真の統 一.一われわれ は,そ の他 のなん らか の当面 の革命的綱領 は採用





じ て の み,実 現 す る こ とが で ぎ た 。 … …(し た が って一 引用 者),対 外 政 策 は 単
純 だ っ た 。 す な わ ち,あ ら ゆ る 革 命 的 人 民 に 味 方 し,革 命 的 ヨ 一 口 財 ミを,ヨ
ー 召 ッパ 反 動 の 偉 大 な 背 骨 ・ロ シ ア に対 す る全 般 的 戦 争 の た め に よ び か け る こ
とで あ る 」2δ,と。 事 実,当 時 の マ ル ク ス ・エ ン ゲ ル ス は つ ぎ の よ う に 語 っ て い る,
「わ れ わ れ が ボ ー ラ ン ドの 抑 圧 に 手 を貸 し て い る か ぎ りは,.そ の か ぎ りは,わ
れ わ.れは,依 然 ロ シ ア と ロ シ ア の 政 策 に し ば りつ け ら れ た ま ま で あ り,わ れ わ
れ 自 身 の あ い だ に あ る 家 父 長 的 ・封 建 的 絶 対 主 義 を根 本 的 に 打 破 す る こ と は で
き な い の で あ る 。 民 主 的 ポ ー ラ ン ドの 建 設 は,民 主 的 ドイ ツ の 建 設 の た め の 第
1条 件 で あ る 。 そ して,ロ シ ア との 戦 争 とい う こ と は,ど う い う こ と で あ っ た
ろ うか 。 ロ シ ア と の 戦 争 と い う こ と は,わ れ わ れ の 恥 ず べ き過 去 の 全 体 と,完
全 に そ し て 事 実 に お い て,訣 別 す る と い う こ と で あ っ た 。 ドイ ツ を 現 実 に 解 放
し統 一 す る と い う こ と で あ っ た 。」29)「した が っ て,な に よ り も ま ず,ロ シ ア の
反 動 お よ び ロ シ ア の 軍 隊 を た た き つ ぶ す こ と が,わ れ わ れ の 問 題 で あ る 。」巳0)い
い か え れ ば,「 ヨ ー ロ ッパ に と っ て は,つ ぎ の 二 者 択 一 が あ る だ け で あ る1モ
ス ク ワ に よ っ て 宣 言 さ れ る ア ジ ア 的 野 蛮 が 雪 崩 の よ う に そ の 頭 上 に くず れ て く
る か,そ れ と も,ヨ 一 口 ヅパ が ポ ー ラ ン ドを 復 興 し,こ う し て そ の 社 会 的 革 新
に 必 要 な 息 づ き の 時 間 を う る た め に2千 万 の 英 雄 を ヨ ー ロ ッパ と ア ジ ア の 中 間
に お か な け れ ば な ら な い か,そ の い ず れ か 」31)とい う こ と に な る 。 こ う し た か
れ ら の 議 論 の 根 底 に あ る も の が,「 ロ シ ア 人 憎 悪 こ そ ドイ ツ 民 族 に お け る最 初
の 革 命 的 情 熱 で あ っ た し,い ま も そ うで あ る 」32)と語 る か れ ら の ロ シ ア 観 で あ
っ た こ と は1い う ま で も な か ろ う。
以 上 で み て き た よ う に,マ ル ク ス ・エ ン ゲ ル ス の 所'謂ポ ー ラ ン ド論 は,ヨ ー
ロ ッ パ 革 命 の 戦 略 的 立 場 か ら 出 発 し て い る 。 す な わ ち,第1に,.ロ シ ア は ヨ ー
28)エンゲルス,マ ル クス と3848-As年の 『新 ライ γ新聞』,(1884年),「マル ・エ ソ選集」第3
巻,6-10ペー ジ。
29>エンゲルス,フ ランクフル トにおけ るポ ーラン ド問題 の討論,(1848年),「マル ㌧Lソ選集」
第3巻,144-148ページ。
30)エンゲルス,ポ ー ラγ ド人の宜言書,(1874年),「マル ・」」γ選集」第工3巻,84パージ。
31)マル クス 「ポーラン ドに関す る演説 」,(1867年),「マル ・エン選集 」第11巻,148ページ。
32)エソウ21レ7～,民主的汎 ス ラヴ主義.(1849年),「vル・-γ選 集」第3巻,501ペー ジ。
ポーランド社会主義運動とその思想(57)57
ロ ッパ反革命 の要塞 であ る,第2に,し たが って ヨー ロ ッパ革命 とりわ け ドイ
ツ革命 の成 功のためには,ロ シアにたいす る戦争 とその勝利が不可欠 の前提 で
あ る,第3に,こ う した点か らポ ーラン ドを位置 づける とき,そ れ は,ヨ ー戸
ッパ革命 のため.の防壁 ・対露戦線 の前衛 でなければな らない,と い うので あっ
コ 　 　 コ コ 　
た。 こ こに,か れ らの所謂 ポーラ ン ド論 は,そ のま ま,ド イ7革 命 ・ヨーロ ッ
パ革命 の戦略問題 に,し たが って ヨー ロ ッパ ・プμレタ リア ー トの対外政 策上
の 問題 に還元 されて しま うのであ る。
ロ 　
これ までの行論 の なかで,わ た しは,マ ル クス ・エンゲル スの 「所謂 ポー ラ
ン ド論」 と断 ってきたが,こ.こで この 「所謂」 の意味す るところをあ きらかに
してお かなけれ ばな らない。第1に,そ れ は,晩 年 のエ ンゲルスが,① 反動
の砦 としての ロシア ・ツ ァ リズ ムの財政的崩壊 な らびに政治 的破 産,② か つ
ての没発展 的な ロシアにおけ る暴 力的 変革過程 の進 行,を 理 由に,防 壁論(=
所 謂 ポー ラン ド論)を 放 棄 した とい う事実33)を捨象 してい る。 また第2に,そ
れ は,か れ らの議論 の全 体か らすれ ばもとも と.「補論」 としての位置 しか もた 、
ない ポーラン ド二段階革命論 を捨象 してい る。第2の 点について,マル クスは,
た とえばこ う述べ てい る,「 ボー.ラン ドがふたたびその独立 を闘い とったの ち
に,そ れが独立民族 としてふた旗び 自分 で 自分 の ことが処理 で きるよ う.にな っ
たのちに,ポ ー ラン ドは,は じめて,自 己の内的発展 を再開 し,ヨ ーロ ッパ の
社会 的改造 に 自立 的に寄与で きるので ある。生活力 のある民族が,外 国 の征服
者 のために鎖につながれてい るか ぎ り,そ の民族 は.ど うしても,そ の全力 を,
その全努力 を,そ の全エ ネルギ ーを,外 敵 に向け ざる をえないので ある。 この
全期間 をつ うじて,そ の内的生活 は麻痺 されたま まであ り,そ の民族 は,社 会
解放 のために闘争 す る可能性 を もたない」3己)と。 この ポー ラン ド二段階革命論
は,エ γゲル スに よって も,た とえば,「 プ 伊レ'タリアー トの.イソターナシ ョ
(1882年),「マエ ソ ナル ス,『 汎 ス ラ ヴ主 義 』 に つ い て エ ン ゲ ル ス か らベ ル ン シ ュ タ イ ン へ.33)
(1890年),「マ ル ・ル.エ ソ選 集 」第7巻 ,403ページ;同,ロ シア ・ツ ァ リズ ム の対 外 政 策.
エ γ選 集 」第17巻,101ペ ージ 。
34)マ ル ク ス,ポ ー ラ ン ド人 の た め に,(1875年)・ 「マ ・レ ・エ ソ選 集 」 笥13巻91ペ ージ ・'
.「
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ナルな運動 は,独 立 民族 の あい だで こそ,は じめて可 能である」ヨ5>とい うかた
ちで継承 されてゆ くのであ る。 しか し,そ れが 「補論」にす ぎない とい うのは,
ポ ーラン ド問題 の地平 に関す るか ぎ り,こ うした議論は ,内 容 の うえか らい っ
コ コ
て,所 謂ポ ーラン ド論に ひきづ られ,あ るいは所謂 ポーラ ン ド論 か ら逆 に演繹
されているにす ぎず,ボ ーラン ドその国にはあ ま りに も外面的で あ り,一 般論
的 であ るほかはないか らであ る。
この よ うに,マ ル クス ・エ ンゲル スのポーラ ン ド論 は.所 謂ポ ーラン ド論 と
その補論.としての ポーウ ソ ド二段階革命論 か ら構成 され てい る。 しか し,わ れ
われは,か れ らのいずれの議論の うちに も,ポ ーラ ン ド人民 によ る ・ポー ラン
ド人 民のための ・ポ ーラン ド革命論 を見出す こ とはで きなか った。す なわ ち,
ポー ラン ドが,あ るいはポ ーラン ド革命が,そ れ 自休 と して問題 にされ るまえ
に,そ れ は,ヨ ー ロッパ革命 あ るいは ドイ ツ革命 との関係で論 じ られ るか,こ
の関係 を前提 にしてせいぜい一般論が論 じ られるか,で あ って,.この点 こそ,
かれ らのポ ーラン ド論 にみ られ る性格 であった。 そ して,ポ ー ラン ドの運動主
体 が この よ うな ポーラン ド論 をその.まま無条件 で直輸入 してい るとい う事 実,
また第2イ ンターの責任 ある理論家 と してのカウツキーです ら,一 晩年 のエ
ンゲルスに従 って所謂 ポー ラン ド論 つ ま り防壁 論を放 棄 したの では あるが一
大筋 としては,マ ル クス ・エ ンゲルスの議論 を踏襲 す るに とどまっていた とい
う事実36),これ らの事実 によ ってはじめて,わ れわれは,若 きローザが挑 まね
35)こ れ は,1882年2月7日 付 の カ ウ ツ キ ー宛 の エ ンゲ ル ス の手 紙 の なか か ら引 用 され た。 当時,
ポ ー ラ ン ドでは, 『ポー ラ ン ド人 民 』 と 『プ ロ レタ リア ー ト』 のあ い だ の論 争 が中 断 り る こ とな
く闘 わ され てい た。 そ して.チ ュ ー リ ッ ヒのrゾ チ7一 ル ・.デモ ク ラー ト』SozialDemokrat
は この 論 争 に ま き こ まれ,ヵ ウ ツキ ー は,エ ン ゲ ル ス に,ポ ー ラン ド問 題 に 関 す る時 論 を た のん
だ。 この手 紙 が.か れ ρ解 答 で あ った 。 この 手 紙 は,r民 族 主義 ・国際 主 義 ・そ して ポ ー ラ ン ド
問 題 』 と して,つ ぎ の文 献 に収 め られ て い る,P.W.B1己ck5tOGk,B,F,Hoselitz(ed.),.
κσγ」漁 γル ㈱4F漉4γ ゴ`勉五犯8θ♂5,踊 θ丑㍑5訂醐 漉 πσ08ずoE貯 σ少6,1953.
36)カ ウ ツ キー一は,「 ノイ エ ・ツrイ ト」の 続 ぎの 論 文 で,ポ ー ラ γ ド問 題 に対 す る立場 を あ き ら
か に したDK.Kautsky　 .FinisPoloniaeP「「,D拓N8秘 θZ6z',Jg,14,Bd,11,SS.484-
491,513-525.そこで,か れ は ,ポ ー ラ ン ド人 民 が ポ ー ラ ン ド独 立 の要 求 を か か げ る の は 当 然 て.
あ る と し.て.マ ル クス ・エ ン ゲル スの ポ ー ラ ン ド二 段 階 革命 論 を支 持 し,ロ ー ザ ・ル ク セ ン ブ ル
クに 反 論 す るの で あ る。 す な わ ち,ヵ ウ ッ キ ー は,か の 女 の 論 点 を つ ぎの3点 に整 理 し,そ の1
つ1つ に批 判 的 検 討 を 加 え て い る,一 そ して そ の3点 とい うの は,① 独 立 要 求 の 実 現 可 能 性
の 問 題 ② 物 質過 程 の有 機 的.体 化 とい う認 識 ③ 分 離 主 義 的 ・J・ブル 民 族 主 義 と.いう批 判 ,
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ば な らなか った論争 の性 格 をば理 解す ることがで きるし,か の女 に とって ボー
ラン ド問題 が 「どの よ うに」問題 であ ったかを も,う かがい知 ることが できる
の で あ る37)。.
が それであ る。 まず第1の 点については,社 会主義党 の綱領 は力 関係 論ではない とい うのが,か
れ の批判 であ7た 。 そして この批判は,そ のまま,レ ー,ソ が再三再 四言及す るところとな ウた
〔レーニン,わ が党 の綱領 草案,(1889年),「全 集」第4巻227-228ページ;同,面 シア社会
民t2の 農業綱領,(1902年),「全 集」第6巻,.104ページ;同,労 働 藪党 の農業 綱領の改訂
(1906年),「全集 」第10巻,166ページ)。し.かし,カ ウツキー は,ロ ーザの実 現可能性論 の基 本
的性 格を誤解 または君過 してい る。 ローザ の主張 は,つ ぎの点にあ ったのであ り,それは,卑 近
な力関係 論では なか った。かの女は こう主張 したので あ った,一 プ ロレタ リア ー トの闘いは,
客観 的な物質過程の展開 に相即 して,こ れ を押進 め利用 り ることに よって進 められ てきたし,ま
た進 め られなければ ならないで あろ う。 そ してこのよ うな客観的 な物 質過程の展開 に拠 り所 を求
めないな らば,闘 うプロレタ リアー トの闘争課題 を解 決り ることはで さない であろ う,と。つ ぎ
に第2の 点,ボ ーラン ド経 済 とロシア経済 の有機的一体化傾 向 とい うかの女の認識 につい ては,
第V節 で詳述す るところであ るが,か れの批判 を先取 りして見ておけば,こ うであ翫 「われ わ
れがかの女に異論 を唱 えなけれ ばな らない のは,か の女 には永久に続 く と考 えられ てい る傾 向が
過渡 的な傾向にす ぎない とい う ことで ある。」 また 「かの女 が依拠 している状態 は,実 際 あ るに
はあ るが,決 してか の女が描 いてい るほ どはなはだ しい ものではない。 それは消滅 しつつ あ る状
態 なのだ.」と。 そしてカウツキ ー自身 の立場 は といえぱ.Fシ ア とポーラγ ドのあいだの経済 戦
争 が激化 の傾 向 をたど り,ロ シア帝国政府 は,鉄 道料 金 ・高率保護関税 などの反 ポーラン ド的経
済 政策を強化 してゆ くで あろ う,と い うのであった。.したが って、第3の 点,つ ま りポーラγ ド
独 立 の要求は分離主義 的小 ブル民族主 義であ るとい うローザの批判 について も かれは,一 ポ
ー ラン ドの物質過程 がポーラγ ドー 国資本主義の方向 でその完成 に向って展 開 しつつあ る と
い う判断 に立?て,ポ ーラ ン ド独立のス ローガγは,ポ ーラン ド ・プロ レタ リアー トに とって不
可欠 の要求で あると論 じ,マ ル クス ・エン ゲル凶のポ ーラン ド二段階革 命論 の立場 を継 承 したの
で あ る。
37)、ここで,わ れわれは,直 接 には関係が ないが.PPSとSDKPの 論争に たいす る.レー ニンの
評 価をみてお こう。 「PPSは1896年に他 の時代 のマ1レタスの見地 をr固 定』 しょ うと企 てたの
は,・むレクズ主義 の文字 をマル クス主義 の精神にそむいて利用 しよ うと した ことを意味 す る。 し
たが っ'(ポー ラン ドの社会 民主 主義者(SDKP=ロ ーザ ・ルクセソブル クー 引用者).が,ポ ー
ラン ドの小ブルジ ョアジ ーの民族主義的熱 中に反対 し,民族 問題は ポー ラノ ド労働者 に とっては
第2級 の意義 を もつ もので ある と措摘 し,は じめて純 プ ロレタ リア的 な党 をポーラソ'ドにつ く り
あげ,ポ ーラ ン ドとロシア の労働者 は階 級闘争 において もっとも密接 な同盟 をむす ぶ とい う原則
が きわめ て重要 なこ とを宣言 したのは.,まった く正 しか ったので ある。」(レーニン,民 族 自決権
に ついて,(1914年),「全集」繁20巻464ペー ジー なお この論文は,ロ ーザ ・ル クセ ソブ1レ
ク,民 族問題 と自治,「 社会主義評 論」1908-09'F,にたいす る レーニンの1庚批判 であ るρ)「た
だ これ らの社 会民主 主義者 が誤 りをおかす ことにな ろのは,P一 ザ ・ル クセ.ンフル クの よりに,
ロシアの(傍 点一引用者)マ ル クス主義者 の綱領 において自決権 を承認 する必 要を否定 しようと
す るときであ る。 このこ とは,本 質的にい って.ク ラカウの見地 からみ て当然 な関係を,大 ロシ
ア人 をふ くむ ロシアのすべての民族に あてはめ ることを意味す る。」(前掲書459-460ページ。)
「ポーラン ドの民族主義 にたいす る闘争・に心 を奪わ れで しまって,ロ ーザ ・1レクセ ソブル クは.
大 ロシア人 の民族キ 義をわすれて しまったので ある。」(前掲書,440ペー ジ。)一一要 す るに.18
96年を原点 とす るPPSとSDKPと の論争 については.レ ー ニンは,は っき りとSDI(P一
ローザ ・ル クセソブ!レグ を支持 してい たといえよ う。 ただか れが かの女 を批 判す るのは,1つ に
は,民 族 問題 が政治問題化す る可能性 を絶対 に否定 す る 「行過 ぎ」に対 してで あ り.2つ には,
ポーラ ン ドの見地を ロシ アの闘いに まで一般化 す るこ と,つ ま り被抑圧民族 の民族問題 に対 す る
、}
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立場 から抑圧 民族の民族問題 に対 する態度 を も説 明 しきろ うとす る一般化 にたい してであ った。
そして この後 の点については,フ レー リッ ヒのつ ぎのよ うな言及 があ る一 またTonyCli丘,
RasaLuxemburg,London,1959,邦訳,浜 田泰三訳 ,現 代思潮 社,も この評価に依 ってい る
一 すなわち,「 ローザ ・ル クセン ブル クは,の ちに民族 自決権 について,レ 一 三ソ とは げし く
対立 する ことになった。 そ して..反ツ ァリズ ム闘争 のた めにポーラン ドの党 を ロシアの社会民主
党に組織的 に連 繋させ ようとす るかの女の期待は,こ の対立 のために,な がいあいだ妨げ られた
ので ある。 それ ぞれ の状況 が,2人 の偉大な指導者 にちが った立場 を とらせたのであ り,こ うし
た立場の ち.がい から くる対 立は根 本的 なものであ ワた。 ローザ ・ル クセンブル クは,被 抑 圧民族
の労 働者 階級の ため に活動 してい た。 そのために,か の女は,プ 円レタ リ7一 トの階級闘 争が民
.族主義的 な志向 によって変造 された り圧迫 ざれた りす るもので はないとい うことをはっ き りさせ
なければな らなか ったし,ま たそ うで あ るがゆえに,ポ ーラン ドとロシ アの労働者階級 の共同の
:闘いを もっとも重要視 しなければ な らなか ったのであ る。 これ に対 して,レ ーニンは,大 ロシア
人を背景 に,r百 の民族』 を抑圧 してい る民 族の1人 として活動 してい た。 そ してかれは,こ れ
らすべての民族の革命的 な諸勢力 を反 絶対主 義 とい う点で統 一 し融合す る ことを,考 えていた。
だか ら,か れは.・・…大 ロシア帝国 に抑圧 されてい る民 族の民族 的利害 をば,は つぎ りと認 めな
骨 ればな らなか った。 したが って,か れは,力 を こめてあ くまで も民族 自決権 の公式 を主張 した
の であ った。」(P.Frohlich,ω.α.0.脚SS.48-49.)
'
